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福島県環境創造センター所長

角山 茂章

地域復興の歩みを支えるために

環境創造センターの研究と情報発信



復興への歩み

安心して
暮らすために

福島県ホームページより

避難指示区域のイメージ（2017年4月1日時点）



三機関で連携して

福島県

日本原子力研究開発機構
（JAEA）

国立環境研究所
（NIES）

部門長



・放射線計測部門 （部門長：池内嘉宏）

・除染・廃棄物部門 （部門長：井上正）

・環境動態部門 （部門長：森口祐一）

・環境創造部門 （部門長：中田俊彦）

これらを支えるための研究に取り組む

たとえば…、身近な放射線の測定をしたい。

たとえば…、仮置場からの影響を知りたい。

たとえば…、環境中の放射性物質の動きを知りたい。

たとえば…、地域をもっとよりよくしたい。



環境創造センターの役割

・原子力災害からの環境回復・創造の拠点

・環境回復・創造に向けた調査研究

・放射線、福島の現状についての学習施設

→ 交流棟「コミュタン福島」



研究成果を活かす
（情報発信・教育）

展示室俯瞰イメージ



放射線についての正しい理解を

霧箱： 太い線はα線、細い線はβ線
ごく普通の大気中の、主にラドンによる環境放射線が可視化される



地域の復興のために

当センターの研究成果を

役立ててまいります。

・環境創造センターＨＰ

https://www.fukushima-kankyosozo.jp/

・福島県環境創造センター交流棟「コミュタン福島」

http://www.com-fukushima.jp/index.html

コミュタン福島
イメージキャラクター


